
 

 

意見第１０号 

 

幼稚園・保育園の保育士等の処遇改善等を求める意見書 

 

 標記の議案を次のとおり久喜市議会会議規則第１４条の規定により提出します。 

 

  令和３年９月１４日 

 

提出者 久喜市議会議員 

園 部 茂 雄 

賛成者 久喜市議会議員 

宮 﨑 利 造 

井 上 忠 昭 

斉 藤 広 子 

川 辺 美 信 

渡 辺 昌 代 

 

 

久喜市議会議長 春 山 千 明  様 

 

幼稚園・保育園の保育士等の処遇改善等を求める意見書 

 

保育士等の処遇改善等、総合的な取組をさらに推進するよう強く要望する。 

子ども・子育て支援法の一部改正により、令和元年１０月から幼児教育・保育の無償

化が実施され、保育需要が増大し、保育士の確保は喫緊の課題となっている。 厚生労

働省は令和２年１２月、待機児童の解消を目指す「新子育て安心プラン」を公表し、保

育コンシェルジュによる相談支援の拡充など地域の特性に応じた支援の実施や、保育補

助者や短時間勤務の保育士の活躍促進などによる保育士の確保、幼稚園の空きスペース

やベビーシッターなど地域のあらゆる子育て資源の活用などを進めて、４年間で約１４

万人の保育の受け皿を確保していくこととしている。  

一方で、厚生労働省が平成２９年に発表した「保育人材確保のための『魅力ある職場

づくり』に向けて」によると、保育士養成施設で保育士資格を取得しても、実際に保育

所に就職するのは約半数にとどまり、早期離職の傾向も顕著となっている。また保育士

としての就業を希望しない理由として、働く職場の環境改善に関する項目としては、

「賃金が希望と合わない」が最も多く、「休暇が少ない・休暇が取りにくい」も上位と

なっている。 

乳幼児期の発達は、連続性を有するものであるとともに、一人一人の個人差が大きい

ことから、発達段階に応じた質の高い教育・保育及び子育て支援を安定的に提供し、子

どもの健やかな成長や発達を支える環境の整備が必要であり、保育士が継続的に安心し 



 

 

て就労できる環境を整備し、正規雇用保育士人材を確保することも不可欠である。 よ

って、国においては、保育料の無償化を実施する以上、保育士等の処遇改善等、総合的

な取組をさらに推進するよう、次の事項について措置を講ずるよう強く要望する。 

 

１ 保育士等職員の配置基準金の改善、賃金の引き上げを可能とする公定価格の引き上

げ等処遇改善のための必要な措置を講ずること。 

２ 保育士等の仕事と家庭・子育ての両立や職場復帰のための支援制度を拡充するとと

もに、必要な財源を十分に確保すること。 

３ 幼児教育・保育の質を確保するための必要な措置と総合的な財政支援を講ずること。 

４ 支援を要する子ども達の増加傾向がある中、障害認定の認証を拒む傾向も多く、保

育士の負担増から、加配保育士制度の改善を講ずること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

久 喜 市 議 会  
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